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沿岸漁海況観測用テレメーターの試作*

佐藤修柿・梨本勝昭榊・山本勝太郎柿

The Telemeter Device Built as Trial to Measure the Condition 

of the Coastal Sea 

Osamu SATO料， Katsuaki NASHIMOTO** and Katsutaro YAMAMOTO** 

Abstract 

In this paper are described an outline of the telemeter device built拙旬i晶l
to mea自urethe condition of the coastal日ea，and the results of the test. The 
system of telemeter used with the presenももechniqueswere FM-F羽， FS-F羽 and
PCM・FS-F羽. This telemeもerdevice was旬kenon the晶doptionof FM-F喧 sys-
tem， and the buoy of the telemeter was a small in size and light in weighも in
order to move easily. The buoy of the teleme句，rcon自istedin a cylindrical box 
th抗 W品目 70cm in height and 30 cm in di晶meter，ぬebuoy of the ring was 60 cm 
in diameter on the outside品nd40 cm inside. 恒国 main carrier of the telemeter 
had 151.89 MHZ， the sub-carrier had色，hreebands (2.3， 3.0， 3.9KHZ)，晶nd色he
three， measured elecも，rically，wereめleto transm跡的 thesame time auもomatical-
ly. The power of the transmiももerwas lW， and the available distance of仕晶ns-
mission was ten km. The method of transmi日sionvaried: sometimes co叫inuous
or 8ome'もim倒的 intervalsof one half-hour or three hours， and we were油leto 
自elect企'eelyby manual switch. Channels No. 1 and No. 2 transmit句d one 
measured value respectively， channel No. 3 transmitted to select only one in four 
measured values orもransmitted，in regular order， four me品目uredvalues for 晶 40
second period every four minutes. In the case of the continuous transmi剖on，
it was me品目uredfor 30 hour periods， and every one half-hour w倒 meωuredfor 
色hr田 d晶，yperiods，晶ndevery three hours was measured for 8even day periods. 
明由旬lemeもerte自もedthe nature ofthe action several times， and i色晶lso
measured the旬mperatureof the sea water， the tidal velocity and the a∞elera-
tion of fI，。ωingbreakw四品erdue to w晶，vemotion. From thi日句的， su錨cientresults 
were obtained from志heviewpoint of size and gross weigh色， buもitmust be investi-
gaもedfrom the viewpoint of晶ccuracyof the m岡田uredvalue品，ndthe transmitted 
time. 
As the sensor is left for a long time in ぬ，esea， 呂志功ili勿 in action is much 
required; iもisalso required thaももhebattery be自mallin s恒久 lightin weight and 
of long dur抗ion. Though there品remany poin旬 whichrem品inωbesolved， 
the自eproblems are geももingmore attention， and in ぬefuture the author8 will 
m曲目urethe motion of the fi自hingge品，randぬe自帥∞nditionin a 凶orm，andもhe
relation betw田 nthe former and the latもer.

結論

治岸漁場を考える場合，まずその海域の化学的，生物学的，物理学的な漁場環境を知るととが最も

*水産海洋研究会昭和46年度秋季シンポポウムにおいて.この一部を講演発表した。
輯北海道大学水産学部漁具設計学講座

(LahO'1'aめry01 Fishing Gear 01 D.ω伊 ，FacUlty 01 F帥 eri，叫 Hokka仙 U処iver8Ii勿)
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必要であろう。 ζれらの環境要因の測定はできるだけ連続的に周年を通じて行なう ζとが望まれる。

今までほとんどは，海へ直接船で行き観測している。 ζの方法でほ海況条件などによって支配され，

常時定期的11::行なう ζとは難かしく，測定値は断続的なものになってしまうことが多い。近年に至っ

て，水中ロポットなどを設置し，毎日同じ時~JIC定期的に環境要因を測定して自記記録させたり，無

線技術の発達に伴ってテレメーターなどの方式による無線送信も開発され，次第に自動的な観測も行

なわれるようになってきた。との方法では海上に設置する観測ブイは長時間にわたって繋留して， デ

ータ{を記録したり，電送したりする必要から設備も大型とJKり，費用も多く要し， どζへでも自由

11::設置できないのが現状であろう。また，長時間にわたって海中に放置し測定するため，受感部の保

守管理などが難かしく，充分広く利用し，満足し得る資料をとるまでには至っていないものと恩われ

る。特に沿岸では，船陀よる一時的な観測が行なわれているに過ぎず，荒天時での観測は不可能で，

との時の環境要因などの変化はほとんど判っていないといえよろ。沿津漁場では生物環境を知るため

には，一定の地点で長時聞にわたって観測資料を得る必要があるばか句でなく， また漁具や施設の保

全などの点からしでも，荒天時における波高や流速などを一時的に観測する必要がある。また同時IC，

漁具や施設の運動などを測定するととが一方では要求される。 ζのような特殊条件下において行なえ

る新しい観測方法の開発が特に要望される。そとで， との問題をいくらかでも解決するための有効な

手段として，小型で可搬型の無線式テレメーターによる浪IJ定装置を考えた。大型の無線を使ったテレ

メ{ターによる海洋観測資料のデ{ター送信花関する研究は多くあるが1)，2)刈，小型軽量の可搬型の

テレメ{ターついての資料は少ないように思われるので， ζζでは， 1969年に試作した FM-FM方式

によるテレメーター装置の概要と数回にわたって試用した結果について報告する。本論IC入るに先立

って，沿岸での試験K際していろいろと便宜を計っていた t~いた，北海道大学水産学部臼尻水産実験

所の皆きんに感謝の意を表する。また，船上での実験11::際し，大変と?協力をいた t~いた，東大海洋研

究所淡青丸の乗組員一聞に深く感謝するとともに，測定IC際していろいろご助力をいただいた東大海

洋研究所黒木敏郎教授に謝意を表するものである。

装置の概要

テレメーターによるデーターの無線送信は，今のととろ FM-FM方式， FS-FM方式， PCM-FS-. 

FM方式などが開発されている。 ζれらの方式はそれぞれ異なる特徴を持っている。例へば， ill1j定精
度の点からすれば，測定値を直ぐデヲタル量IC変えて送信が容易にできる ζとから， PCM-FS-FM方

式が非常に秀れている点，また FM-FM方式は， ζれら三者の中では最も精度は悪いが，価格が特に

安い点。また， illlJ定精度，価格などからすれば中聞に位置する FS-FM方式などがある。消費電力，
形状などはチャンネル数が多いほど， PCM-FS-FM方式が有利であるが， 3-5チャンネルでは大きな

差はない。各方式ともそれぞれζのような大きな特長を備えているので，一概にどの方式が良いとは

いえない。しかし，総合してilJ.IJ定精度，小型軽量，データー処理などの点からすれば， PCM-FS-FM 

方式が最もテレメーターとして秀れた方式といえよう。ところが，我々は限られた予算で，多くの要

素を測定しなければならないζとから， ζ乙では FM-FM方式を採用して製作した。テレメーター方

式による観測は，海上にブイを設置し，各種のセンサーからの信号を無線で伝送して，陸上または船

上でζれを受信し，現象を記録再現する無線遠隔測定装置の総称である。 ζζでは，特にどζにでも

持ち運びができ，容易に設置可能にするため，軽量化を行ない，可搬型にした。本装置を大別すると，

Fig. 1 IC示すような海上に設置する送信局ブイと， Fig. 2 IC示すような陸上や船上に設置する記録

受信局とから構成されている。海上に設置するブイは直径 32cm，高さ 78cmの大きさで，塩化ピニ

ル製の円筒形をした容器の中に送信器，電源および測定器類を納めた。そして，直径25cmの自動車

のチューブを FRPで被覆補強して作ったドーナツ型ブイの中心にとれを固定した。電池類は容器の

下に置き，重心を下げ，波IC対する安定住を良くした。乙のブイの中心には，長さ約国cmのアンテ
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Fig. 1. Apparatus ofもhetransmitter of Fig. 2. Apparatus of receiving set. 
the telemeter. A; receiving antena R; receiver 
A; transmissive antena C; sensor T; data recorder P; potentiome甘lC

cord B; buoy of telemeter recorder 
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Fig. 3. B10ck diagram of the telemeter. 

ナを水面から約 80cmのと ζろに設置した。送信局プイの総重量;は約 50kgで二人で容易lと持ち運び

ができ るようにした。海上での設置は約1トン程度の大きさの磯舟でも行なえ， 繋留はドーナ y状の

ブイの下から 2点ないで 3点で吊るようにした。一方，受信局本体は高き 60cm，幅 50cm，横 38cm

であり，発電機，記録器，受信器などを小型のワゴン車lζ積込み， 車内でも任意に受信ができるよう

にした。記録は電位差計，データー・レコーダーなどを使って行なうようにした。本装置の主な構成

については Fig.3に掲げる。送信局の主搬送波は 151.89MHZで，送信出力は lW である。また，面IJ

搬送波は中心周波数2目3KHZ，3.0KHZ， 3. 9KHZを持った 3チャンネノレから構成されている。 それ

ぞれの周波数応答特性は， 35HZ，45HZ， 60HZ になっている。チャンネル 3個の中， 2個は測定値を

連続的le送信できるが，他の 1個のチャンネノレは 4つのセンサーの測定値の中， どれか 1つだけを選

択し g 連続的に送信するか， あるいは時間分割器を使い4つのセンサーの測定値を一定時間 (4分)

-181ー
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Fig. 4. ExampJe of record仙叫No.3 chan-
nel transmi色白din reguJar order four 
measured vaJues. 

ととに順番11:送信できるようIとした。乙れは，

測定値の時間的変化が比較的小きい現象を測

定する場合Kは，短時間の連続した測定より，

むしろ時間間隔の大きい長時間の連続した測

定が必要であるので， ζのように設計した。

また，送信の方法は， 手動で自由に選択し，

Timerの内臓により，連続と 1.5時間， 3時

間Cとに 30分間だけ自動的に送信できるよう

にした。 4つのセンサーを順番K送信する場

合には，そのままではどのセンサーからの信

号か判読できないので， ζれを解決するため

に次のような工夫をした。No.1のセンサー

は60秒間資料を送信し， 6秒間中断， No. 2 

のセンサーは 50秒間送信し， 6秒間 中断，

No. 3のセンサ{は No.2のセンサーと同じ

方式で送信し， No. 4のセンサーについては

50秒間送信し， 15秒間中断させる。乙れを順

次繰返して送信できるようにした。 ζの記録

結果例を Fig.4に示す。ιのようにする ζと

によって， どのセンサーからの信号かすぐ判

読できるようKなった。 センサーからの入力

電圧レベはlOmV，100mV， 1Vの3段をも

うけ， 自由に選択できるようにした。本装置

の送信可能時間は送信器の電池容量で限定さ

れ，連続lζ送信した場合には約30時間， 1.5時間間隔の場合には約3日 3時間間隔の場合11:は7日

間送信が可能である。 なお，電池は密封式鉛畜電池(ドライフィァト， PCパ yテリ)を使用した。

電源、壱有効11:利用するためには，1.5時間， 3時間Cとの送信では，送信する 30分前11:リレーを作動

させ，篠田lや送信11:必要な電源が入るよ うにして，回路の安定化を計った。なお， センサー用のリ

レー電源、としては平角5号 (FM-5H，3V)の電池2ケを並5'1]1として使用した。また，センサー用の測

定器および電源は測定Cとにそれぞれ別々にもうけ使用した。 なお，テレメ ーターの詳細な性能につ

いては追補に挙げた。

使用試験および結果

海上での試験は予備テストも含めて数回にわたって行なってきたが，センサーが断線したり， 水密

が悪かったりして失敗を重ね，満足すべき資料が得られなかった乙とも多かった。ζζでは，1971年

5月13日有珠で，浮i消波胞設の運動(加速度)について測定した結果， また， 1971年 9月18-19日

臼尻において 4水深層の水温と 10m屑の流速について測定した結果， および 1973年4月30日~

5月1J3 11:志無志湾において船を使って 6水深層の水温を連続的11:測定した結果の3例について， そ

の概要を述べる乙とにする。

有株での試験

テレメータ ーを設置したのは 1971年5月 13日，その場所は Fig.5 11:示す。受信局は陸上K設置

した。送信局から受信局までの距離は約 0.8kmであった。有珠の野矢沼11:設置した浮消波施設の還
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Fig. 5. Field 、.vherethe tesもwascarried out. 
A; Usu station， B; Usujiri sも叫lon

]'ig. 6. Mooring buoy ofもelemeterand device for measuring acceleration. 

動特性を調べるために施設本体には加速度討を，またその前部と後部には波高討を設置した。なお，

加速度計の固定場所は施設の重心が望ましいが，構造上から取り付けが不可能であるので， ζζでは

施設の上面の中心部近くに固定した。また，送信局プイなどは施設の後部の海面に繋留した。 乙の時

の設置状況を Fig.61ζ示す。乙の時は， アンテナを直接送信局ブイK取り付け ると高周波の雑音が

入札安定性が悪かったので，プイより約 10m離して設置した。 ζζで用いた加速度計は islJ定最大

加速度が 2Gで，固有振動数 125HZのもの2台と35HZ1台とであった。 乙の3個の加速度計を組

合わせて 3軸方向(上下，左右，前後)の成分を測定できるようにした。 また，加速度計はツンパ

ル上に乗せ，重心を低くして常11:垂直方向K安定するようK工夫して，直径 20cm， ~討さ 30 cm の塩

化ピニJレ製の水密ケースK入れた。また， iJ¥IJ定器およひ'電源は直径 30cm， iG~ き 45cm の塩化ピニル

製のケースにそれぞれ入れた。測定11:必要な底流電源は普通の鉛畜電池 (12V，55AH) 3個を使用し

た。とのように送信局ブイの中にセンサー用電源， 測定器などを組込めなかったので， それぞれ別々

のケースを設け，各ブイ問をシーノレドコ ードで結線して用いた。設置は荒天を予想して事前K行ない，

外部スイチによりし、つでも発信できるようにした。送信は 1.5時間間隔で行なった。得られた記録結

果の一例を Fig.71ζ示す。ζのH寺，荒天を予想して測定を開始したが，海況条件は波高約 50cm，周

期約3秒であった。記録は良好11:得られ，乙の程度の波で観測された加速度は，上下の動きで O.12G，
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Fig. 7. Example of a measured record of the acceleration ofも，hefloa七ingbreakw叫erdue 
もowave moもlon.

前後の動きで 0.04G，左右の動きで 0.02Gであった。 上下の動きが一番激しく，前後の動きの3倍に

もなっている乙とが判った。また，上下の動き，前後の動きは波に良く追従した運動をするが，左右

の動きは若干複種な運動をする ζ とが判った。テレメ ーターの動作状況からして， この程度の近距離

のデータ ー送信には大きな問題はないものと思われる。

臼尻での試験

テレ メ{タ{を設置し観測したのは 1971年 9月 18日， 19日であった。設置した場所は Fig.511: 

示す。離岸距離は約 1.2kmで，水深約 30mであった。また，受信局は陸上IL設置した。水温測定用

の受感部は， Cd.S製のサーミスターを直径 4mmの真鎗ノマイプ11:封入し， 防水加工をして，直径 8

mmのキャプタイヤコード11:結線した。また，測定する水温によって 00_100 _200 _300の任意の温度

範囲を選択して利用できるように測定回路を工夫した。温度計の設置水深は表面，10m，20m， 30m に

した。また，水深 10m11:は CM2型の流速計を設置した。この時，ブイなどを設置し繋留した概要を

Fig. 811:示す。 なお，送信局ブイの中にセンサー用測定器およひ・電源、を小型にまとめて入れた。また，

測定器の電源は平角5号電池 (FM-5H，3V)を使用した。ブイの繋留は振れを防止するため 2点で行

ない，直径 15mml 長き約 60mのロープを用い， 12kgアンカーで固定した。ブイのすぐ近くから，

直径 10mmのロ ープを底まで張札下端には 20kgのコンクリートブロソクを設置し，表面から海

底までそのロープにそわせて各種センサーを固定した。そして，表面には直径 30cmの浮子を取り付

け，それによってセンサーなどを支えた。また，遠方より確認しやすいように， そのそばには浮標を

設置した。測定は連続的lζ行ない， 3ペンの電位差記録計とデーター ・レコダーで記録をとった。なお

ζの時は，チャンネノレ No.111:は水深 10mにおける流速，チャンネル No.21とは水深 30mの水温，

チャンネル NO.31とは表面， 10m，20m水深の水温測定にそれぞれ使用した。得られた記録の結果

例を Fig.911:示す。記録には小さな振れが僅かに現われている。 ζの原因はセンサ{を結線してい

るコ ードから雑音が入ったものと考えられる。しかし，水温にすると l/200C以下になるので， 測定

一184ー
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Sea surface 

i¥nchol 
]')wr. (("h.3 -3) 

The... (eh.2) 

Sea bottom Concrcte Llock 

Fig. 8. Schematic illustration of mooring buoy for measuring temperaもure and tidal 
velocity叫 Usujiri.

Fig. 9. Example of measured record of臼mperatureand tidal velocity叫 Usujiri.

には問題とはならない。また，流速は波動iとともなって大き く変動するので，コンデンサーを入れ平

滑化を試みたけれどもあまり良い成果は得られなかった。測定した記録について，表面，水深10mと

水深 20mについては4分Cとに， また水深 30mは2分ごとに読み取り整理した結果を Fig目 1011:示

す。表面と水深 10m層ではあまり大きな変動は見られないが，水深 20m局と 30m)冒とについては，

大きく変化する現象が見られる。 乙の水深層では混合などが激しく 行なわれている乙とが推定きれ，

ζの海域の興味ある現象を示している ものと思われる。 なお， 詳細についてはさ らに調査を重ね別の

機会K発表する所存である。
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Fig. 10. Record of temperature observed (Sep. 18th 0730ー 19th11，00 1971) at Usujiri. 

志無志湾での試験

試用実験は 1973 年 4 月 30 日 ~5 月 1 日ま

32・N で約23時間にわたって行ない，水温を 6水深

層について測定した。テレメータ{を設置し

7J¥IJ定した場所は Fig.11 K示すように志無志

湾の入口，北違32021，30ぺ東経131012'で，

31"30' 水深は約 60mであった。なお，乙の測定では

受信局を船上に置いた。また， 温度測定器お

よび電源は臼尻における試験と閉じようにテ

レメ{タ{ブイの中に入れ，水深6層 (5m，

31・ 10m， 15m， 20m， 30m， 50m)の水温を測定し

fこ。水深20mと30mについては，チャンネ

ルNo.lとNo.2を使って連続的にデータ{

を送信したが，水深5m，10m， 15m， 50m につ

いてはチャンネル No.3を使って約4分間隔

ごとに約40秒間データーを送信し記録した。しかし，水深15mについては測定器が故障したため記

録は得られなかった。水温計の仕様は前述の臼尻で使用したものとほぼ同じであった。受感部はブイ

の真下から直径約 7.5mmのクロスロープに各水深別にサーミスターを取り付けた直径約8mmのキ

ャプタイヤコードをそれぞれそわせて吊り下げ，その先端には 2kgの鉄製の重りをつけた。テレメー

ターブイの繋留は直径約 18mmのクロスロープ200mを用い，また固定は 40kgの鉄製のブロック

を使用して2点で行なった。海上に設置した時の概要を Fig.12 K示す。また，海上K繋留中のブイ

の状況を Fig.13に示す。特に夜間，船舶との衡突防止のため，ブイにはフラッシュライトを取付け，

またブイを見失う乙とがないようにとれと結合してコーナーリフレクターを設置した。テレメーター

の受信限界距離を調べた結果，アンテナの方向によって大いに影響するが， 比較的安定した受信が得

られるのは約 3.2km程度であった。船はブイから常時2-3km離れて停泊または漂流して，常K良

好な受信が得られるようにした。記録は 3ペンの自動平衡型電位差記録計を使って行なった。温度計

の水圧などによる特性変化などを検討するために，設置直後，中間，揚収する直前にそれぞれ BTK

130・E 130"30' 131・ 131'30'

Fig. 11. Field where the te凶 wascarried 
out. A; measured station 
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Fig. 12. Schematic illustration of mooring buoy of胎lem品目 formeasuring回mperature
at Shibushi bay 

Fig. 13. Mooring buoy of telemeter肌 ddevice for measuring temperature at Shibushibay目

よる水温測定を行なった。 水温のデーターを送信させ，船上で受信記録した結果例について Fig.14 

K掲げる。 記録は同一紙面上に3つのチャンネノレを同時に記録きせたために時間が僅かづつづれてい

る。Fig.14のAは大変受信状態良好な場合の記録例である。 僅かに小きな変動が見られるけれども，

記録の変動幅は温度にして 0.1'C以下になるので，読取には大きな問題はない。 Fig.14のBは全体

として受信記録が良好に得られた例である。 しかし，原因は明らかではないが，時々チャンヰJレNo.

2の記録が規則的に記録紙の目盛にして約 1mm程度変化する ζ とが見られた。しかし， ιの変化幅
は温度にすると O.l'C以下になるので， 読取ICは大きな問題はない。 Fig.14のCはアンテナの方

向が悪くなった時や受信距離が大きくなって電波強度が弱くなった時の記録例である。信号受信時の

記録は大きく変動すると同時に雑音が多く入り，無信号時の状態となり， 記録が得られなくなる乙と

も認められた。乙のような状態の時には， その時間内で得られた記録の最大値と最小{直とを読み， そ

の平均値を求め整理した。 水深 20mと30mについては連続的に送信し， 船上で受信記録している
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A 

B 

C 

Fig. 14. Example of a measured record of the加mperature叫 Shibushibay. 
A; reception under best condiもion
B; reception旧ldernormal condition 
C; reception under bad condition 

ので，記録の読み取りは2分CとK行なった。また，水深5m，15m， 50m については 4分ごとにそ

れぞれ受信記録しているので， 読み取り間隔は 4分にした。各水深別に読み取って整理した結果を

Fig. lS 1/:示す。水温は水深とともに次第に低くなっているが， 一部逆転していると ζろも数個所に

見られる。水深5m腐と 50m層とでは小きな温度変化が見られるが， 大きな変動は認められない。
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Fig. 15. Reω吋 of the ぬmperatureobserved (Apr. 30th I()oO - May. 1白色 05円 1973) 抗
Shibushi b可・

しかし，水深 15m層.20m層.30m層では複雑なしかも大きな温度変動が見られる。また，どの水

深についても僅かづっ水温は時間とともに次第に上昇する傾向を示す乙とが認められた。 このような

観測の方法は水の動きなどを知る手掛りを得るには有効な手段といえよう。

今後の問題点

試作したテレメ{ターを数固にわたって試用した結果，満足すべき成果は一応得られたが， その反

面次に述ぺるような問題点も若干出てきた。海上に送信局ブイやセンサーなどを長時聞にわたって放

置するので，送信器およびセンサー周波l定器の安定性が非常に要求される。試用の結果では，連続24

時間程度の運用においても，送信器や測定器の影響のために時間経過とともに基準点が僅かづっ移動

する ζとが認められ，測定前の出力電圧較正値と測定直後の出力電圧較正値との聞にづれが生じ，浪Ij

定債の絶対値を求めるには大変精度が悪くなった。しかし， 長時聞にわたる相対的変化量(例へば，

水温，塩分，加速度など)を知るには有効な手段といえよう。絶対値の測定(例へば張カなど)にお

いては，きちに精度を高める必要がある。送信局には安定化電源回路を採用しているが，経費などの

都合で温度測定器などについては電源の安定化を行なっていないので， 急いでこの点は改良する必要

があろう。初期の目的であるテレメーターブイの小型軽量化は一応成果をあげる乙とができた。送信

局ブイの大部分は電池類で占められている。特K.小型化にもなって電池の容量が制限を受け，現用の

ままでは，連続送信した場合には約 30時間しか利用できなかった。特K.潮汐などの影響を受ける

現象は一週間以上の長期間の連続した測定を行う必要がある。乙のためKは， 電池の容量増加を計ら

なければならない。乙の点からして，小型軽量で，価格が安く安定性の良い，大容量の電池の開発が

特K婆望される。長期にわたる連続した測定を行なう必要がある反面， 一方では荒天時の特殊な条件

下での短時間の一時的な測定をする ζとが要求きれる。しかし，実際には気象変化を予想して投入設

置を試みたけれども，電池の寿命などから， ちょうど荒天時K遭遇する乙となく期待した測定はでき

なかった。 ζのような特殊条件下のij¥IJ定には無線によって(仮称テレコン装置)センサーの呼出，選

択や送信の制御を自由K行なえるような装置の開発が必要である。とのような装置によって， 電池の

有効利用ができ，さらに合理的な測定ができるであろう。可搬型という点や電池の交換などが手軽に

できるという点から，最初の試用では送信局ブイの他に測定器や電池のためのブイを別々に設け， そ

れぞれシールドコ{ドで結線を行なって利用したけれども， 発信時にはそれぞれのコードから高周波
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の雑音をひろい大変不安定なものになった。そ ζで，以後は送信局ブイの中ICセンサー用の測定器，

電池などを小型にして一括して納めた。 その結果， ζの問題はほとんど解決された。しかし， セン

サーからのコードによってまだ幾分高周波雑音をひろう時もあるが， 浪u定にはさほど問題にはならな
い。 ζのような改良によって，テレメーターブイは若干重量(約 5kg)が増加したが， 利用する上で

は大変便利になった。テレメーターの主搬送波は 151.89MHZである。試作当時，乙の周波数帯は北

海道地方のタクシーの無線と同じであったため，混信して測定が不能な時がしばしばあった。現在で

は，タクシ{の無線の周波数帯が変わったので，混信する乙となく，良好な受信ができ， 利用無線周

波数僚としては問題はない。送信出力については船上で受信する乙とも考え， さらに大きくする必要

がある。また，特IL軽量化するという乙とで，送信局ブイは厚さ 10roroの塩化ピニルのパイプを利用

して作製した。軽量化，ならびに腐触という点では評価されるが，衡撃などによる強度上の不安が残

った。今後は FRP製のブイを作製する乙とによって改良すべであろう。試用したセンサーとしては
水温計，加速度計，流速計，張カ計などであった。 ζれらはいづれも短時間のlJlIJ定には大変良い結果

が得られた。しかし，長時聞にわたる測定では不安定な状態を示すζ ともあった。特ICセンサーは水

中IL長時間放置するので， 充分使用に耐え得る安定性の良い性能を持ったものの製作が要望される。

測定値は現場で電位差計やデーターレコ{ダーで記録し，研究室に持ち帰り， 記録紙上から読み取

り，デジタル量に直して計算処理しているのが現状である。 目下，デ{ター・レコダー→デ{タ{集

録装置→AD変換器→計算機→結果という一連の過程を短時間内でできるように検討を進めている。

試用の結果，以上のような満足すべき成果や若干の問題点などが出てきた。 乙れらの点はできるだけ

解決し，充分利用できる装置にして，今後は特に荒天時における海況条件ならびに漁具の運動f.J.どを

lJlIJ定し，両者の関係、を解析する所存である。
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追補

装置各部の性能

1.観測送信局

(1)副搬送波発振器

イ.中心周波数日)2. 3KHz (2) 3. 9KHz 

(3) 5.4KHz 

ロ.周波数偏移 土7.596

ハ.直線性 土1.596以内

ニ.入カ電圧 10白nV

(2)混合増幅器

イ.各チャンネル入力 -20dBro 

ロ.出 カ OdBro 

(3)主搬送波送信機

イ.送信周波数 151. 89MHz 

ロ.周波数定定度 土5XlO-S

ハ.変調方式 FM 
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ニ.電波型式

ホ.送信出カ

F2 

1W 

へ.出カインピーダンス 50.12 

L スプリアス副射 40dB 

(4)時間分割器

イ.分割方式 マイグロモータ使用

ロ.時間間隔 約40-50秒

(5)タイマー

イ.方式

ロ.時間精度

ハ.観測時間

マイグロモータ使用

1日/10分

1.5時間，又は3時

間毎IL30分間観測

. 
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佐藤ら: 沿岸観測用テレメーターの試作

(6)直流増幅器

イ.入力インピ{ダンス 50K!.! ロ.容 量 7.5AH 
ロ. ~司j 得 最大26dB ハ.数 量 7ケx2+8ケ

ハ.入力最小電圧 10mV (9)空中線

-.最大入力電圧 5V イ.型 式 ダイポール

(7¥直流安定化電源 ロ.インピーダンス 50!.! 

イ.入力電圧 土16V-12V (10)電抱充電器

ロ.出力電圧 士10V，+12V イ.入カ電庄 AC100V土1096，
ハ.最大出力電流 250mA 50/60Hz 
(8)電 池 ロ.出 カ 定電圧方式

イ.電 池 鉛蓄電池

.. 2.記録受信局

(1)空中線

イ.方 式 八木アンテナ3素子 ロ.復調方式 L.Cによるダイオ{

ロ.インピーダンス 印9 ド検波

ハ.利 得 5.5dB ハ.振幅制御範囲 -30dBm-odBm入

(2)受信部 カ

イ.受信周波数 151. 89MHz ニ.直線性 土1.596以内

ロ.周波数安定度 士5xlO-d ホ.出カ電圧 1V 

ハ.受信方式 水品制御2霊スーパ へ.出力インピーダンス 5∞a 
ーヘテロダイン方式 4.直流安定化電源部

-.感 度 受信機入カ7dBμ で イ.入カ電庄 AC100V土10V

S/N=20dB以上 50/60Hz 

ホ.帯域幅 30KHz ロ.出カ電圧 土12V

へ.イメージ感度 40dB以上 ハ.出力電流 200mA 

ト.ビデオ出力 600!.!， OdBm 3-3その他

(3)復調器 1.使用温度範囲 +400C_oOC 

イ.中心周波数 (1) 2.3KHz 2.実用上見透通達距離 10KM 

(2) 3.9KHz 

(3) 5.4KHz 
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